
農研機構では、科学技術振興調整費「女性研究者支援モデル育成」事業プログラムに採択された「元気な農と食を支

える女性研究者支援モデル」の事業計画に沿って、女性研究者支援に取り組んでいます。

平成21年度からの3ヶ年計画期間の半分が経過したことから、今後の事業展開の参考とするため、現在までの女性研

究者支援事業に対する感想や意見を収集し、事業の周知状況や要望を把握するのを目的にアンケート調査を実施してい

ます。
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■ 今後の予定 ■

メンター制度の本格的な導入に先立ち、

「NAROメンタリングプログラム」を7月

から12月までの半年間試行してきました。

参加者には毎月メンタリングシートの提出と、試行終了

後にアンケートに答えていただきました。より充実したメ

ンター制度にするために役立たせていただきます。ご協力

ありがとうございました。

メンター制度の試行が終了しました

■ お知らせ ■

イベント参加報告

女性研究者支援事業に関するアンケートにご協力ください

研究支援要員の雇用について

対 象 者 農研機構に在職中の男女研究職員

実施期間 12月20日（月）～1月31日（月）まで

※詳細は内部専用HP内｢男女共同参画に関するお知らせ｣をご覧下さい。

メンター・メンティーの登録者募集

平成23年４月からスタートします「農研機構メンター

制度」のメンター・メンティーの登録者募集を２月に開

始します。

内部専用ＨＰ内「男女共同参画に関するお知らせ」か

ら制度のスタートガイドやハンドブックをダウンロード

してご覧いただけますので是非ご活用ください。

調査方法

WWWアンケートサーバによる無記名回答。

またはFAXや電子メールによる回答用紙も

受け付ける。

調査項目

● 現在の支援について

● 保育について

● NAROメンタリングプログラムについて

平成22年度 第3回募集結果報告

６名の配置を決定しました

平成23年度 第1回募集について

◆募集期間 1月11日（火）～2月7日（月）

◆対 象 者 農研機構に所属する女性の研究職員のうち、

次のいずれかに該当する者。

ａ．出産予定の者

ｂ．育児休業を取得中および取得予定の者

ｃ．上記休暇・休業等以外で、就労しながら育児

（原則として小学生以下の児童）にあたっている者

◆支援期間 平成23年4月1日～平成24年3月31日まで
の間で最大6ヶ月間

ＮＡＲＯ
メンタリング
プログラム

平成22年11月13日（土）つくばカピオにて、「平成

22年度 つくば男女共同参画会議つくば男・女（みんな）

のつどい2010」が開催されました。

湯浅誠氏（内閣府参与、反貧困ネットワーク事務局長）によ

る「女も男も全員参加型社会に向けて」の講演が行われた

他、つくば市を中心に男女共同参画に関わる活動を行って

いる産官民各団体が参加して

の活動発表もあり、ホールで

は活動紹介ポスターの展示も

行われました。

女性研究者支援室でも昨年

に引き続き、モデル支援事業

での活動紹介を行いました。 ポスターの説明を熱心に聞く
市原つくば市長
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